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MELOSが挑む「火星大気散逸科学」：撮像観測からのアプローチ

Atmospheric Escape Science by Mars Exploration Mission MELOS: Approach from
imaging observation.
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地球型惑星の超高層大気は、太陽極端紫外～紫外光による光電離や高エネルギープラズマとの衝突による電離により
固有大気はイオン化され、周辺の磁場やプラズマと相互作用し、大気圏から散逸していくこととなる。地球では強固な
固有磁場により磁気圏が形成され、磁力線に沿った散逸が支配的であり、大気は大気圏から磁気圏へ供給される。火星・
金星のような強固な固有磁場が存在しない惑星では磁気圏が存在せず、超高層大気が太陽風と直接相互作用し惑星間空
間へ散逸している。超高層大気散逸は各惑星探査機の直接観測によって観測実証がなされているが、プラズマの散逸率
については、直接観測だけでは空間構造が不明であるため、全体量については制限された結果しか得られていない。そ
こで、大局的なプラズマ分布の把握が得意なプラズマ撮像観測に期待がかかる。
本発表では提案中の火星探査ミッションに向けて火星周辺プラズマ・超高層大気撮像に期待される成果を示す。近年

の衛星観測から火星地表面には液体の水が大量に存在していたことがわかってきた。液体の水は温暖な気候で二酸化炭
素による気圧の高い環境下で存在できるとされるが、現在の火星気候は気圧の低い乾燥気候である。火星古気候に存在
した二酸化炭素が散逸したメカニズムを理解するために、私たちは、炭素、酸素、水素、水の撮像観測を提案し、そし
て現在の水の循環に迫ることを目指している。


